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学生プランシート 
 
 

団体名 金沢工業大学  

所属学校 
※複数校にまたがる場合は
代表者の所属する学校 

金沢工業大学 

 
 

１ 提案プランのタイトル・概要 

タイトル 

ボイスナビフューチャーガイド 

プ ラ ン の 概 要 

私のビジネスプランは、音声認識技術を活用した自動運転車を通じて、運転の安全性

を高め、グローバルな移動体験を革新することに焦点を当てている。この技術は、複

雑な操作を必要とせず、運転中でも手を離さずに車内でのコミュニケーションを可能

にできる。音声認識システムは、運転中の注意散漫を防ぎ、安全な運転をサポートで

き、また私たちの自動運転車は、多言語に対応した音声システムを導入し、世界中の

どの市場にも適応できるよう設計されている。タクシーサービスとして利用すること

で、乗客はどんな言語でも簡単に目的地まで行くことができ、また日常的な会話がで

きる音声認識技術の開発により、乗客は自然な対話を楽しむことが可能になる。この

ビジネスプランは、安全で快適な移動手段を提供することにより、自動運転車市場に

おけるリーダーとなることを目的としている。音声認識自動運転車は、未来の移動の

形を定義し、世界中の人々が新しい移動形を楽しむことに繋がると考えられている。 
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２ プランを思いついたきっかけ・背景 
技術の進化とニーズの高まりが挙げられます。音声認識技術や自動運転技術の進化により、これらを組み合わせた新しいサー

ビスの可能性が広がっています。特に、運転中の安全性を高めるための技術が求められており、これがプランの基盤となって

います。次に、グローバルな移動体験の革新が重要な背景です。世界中の人々が言語の壁を越えて快適に移動できるサービス

が必要とされています。多言語対応の音声システムにより、どの市場でも適応可能なサービスを提供できることが、このプラ

ンの大きな強みです。 

 

３ プランの目的・ねらい 
「ボイスナビフューチャーガイド」の目的は、音声認識技術を活用した自動運転車を通じて、運転の安全性を高め、グローバ

ルな移動体験を革新することです。複雑な操作を必要とせず、運転中でも手を離さずに車内でのコミュニケーションを可能に

し、運転中の注意散漫を防ぎ、安全な運転をサポートします。また、多言語対応の音声システムを導入し、世界中のどの市場

にも適応できるよう設計されています。これにより、乗客はどんな言語でも簡単に目的地まで行くことができ、自然な対話を

楽しむことが可能になります。 

 

４ 企業の特性の活用方法 
企業の特性として、最新の音声認識技術と自動運転技術を組み合わせることで、他社にはない革新的なサービスを提供します。

また、グローバルな視点を持ち、多言語対応のシステムを導入することで、国際的な市場にも対応可能です。さらに、主要自

動車メーカーとの提携を通じて、幅広い顧客基盤にアクセスし、市場シェアを拡大させます。 

 

５ プランの対象や顧客（＝商品・サービスを販売する場合のターゲット） 
主なターゲット顧客は、国際的な旅行者、特にビジネスや観光で頻繁に海外を訪れる人々です。これらの顧客は、言語の壁に

よるストレスや不便を感じており、スムーズな移動手段を求めています。また、異文化間のコミュニケーションを重視するグ

ローバル企業の従業員も重要な顧客層です。さらに、高齢者や初めての海外旅行者にも魅力的なサービスとなります。 
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６ プランの実現化に向けて 

必要な経営資源

（ヒト、モノ、

技術・ノウハ

ウ） 

ヒト 

技術開発者: 音声認識技術と自動運転技術の専門家。 

マーケティング専門家: グローバル市場でのプロモーション戦略を立案・実行する人材。 

営業チーム: 主要自動車メーカーや技術企業との提携を推進する人材。 

法務チーム: 各国の規制に対応するための法務専門家。 

モノ 

自動運転車: 高度なセンサーとカメラを搭載した車両。 

音声認識システム: 多言語対応の音声認識デバイス。 

通信インフラ: 車両間通信(V2V)や車両とインフラ(V2I)の通信設備。 

技術・ノウハウ 

音声認識技術: 自然言語処理技術を用いた高度な音声認識システム。 

自動運転技術: AI と機械学習を活用した自動運転システム。 

データ分析: 継続的なデータ収集と分析によるシステムの改善。 

実現に向けて 

考えられる課題

（ハードル（障

害）やリスク）と 

対処方法 

技術的課題:音声認識と自動運転技術の統合における技術的な不具合。 

対処方法: 継続的なテストと改善を行い、技術的な問題を早期に発見・解決する。 

市場競争課題: 競合他社との差別化。 

対処方法: 独自の技術とサービスを強化し、差別化を図る。例として最新の AI 機能を備えた高品質

な音声認識システムを提供する。 

規制対応課題: 各国の規制に対応する必要性。 

対処方法: 法務チームを強化し、各国の規制に準拠した開発を行う。 

情報発信の方法 

展示会やカンファレンス: 業界イベントでのプレゼンテーションやデモンストレーションを通じて、

製品の認知度を高める。 

スケジュール、

今後の発展性 

1 年目: 技術開発と試験運用。限定地域でのパイロットプロジェクトを実施し、フィードバックを収

集。 

2 年目: 限定地域でのサービス開始。初期の成功事例を基に、サービスを拡大。 

 

７ 調査、ヒアリング結果 

 

 


